
 

 

１ 単元・題材目標に照らして、評価 

 規準を設定する。 

２ 評価規準を「指導と評価の計画」 

 に位置付ける。 

３ 本時の学習過程にめざす子ども 

 の具体的な姿（おおむね満足できる 

 状況等）の目安を示す。 

 

 

◆学習目標と評価が対応し 

 ている。 

◆具体的なめざす子どもの 

 姿や評価方法としての評 

 価資料を考えることで、 

 子どもの変容した姿の見 

 取りが可能となる。 

ポイント 
○めざす子どもの具体的な姿と評価方法・資料 

 ・アサガオのツルの成長に合わせて、支柱を立てている。 

  （観察カード、行動観察） 

 ・天候や土の様子を見て、水やりをしている。 

  （観察カード、行動観察） 

 ・友達のアサガオと比較しながら、観察をしたり世話をし  

  たりしている。（観察カード、行動観察） 

 ・これまでの栽培経験を生かして世話をしている。 

  （観察カード、行動観察） 

 ・世話の仕方を人に聞いたり本で調べたりしている。 

  （観察カード、行動観察） 

４ 評価規準作成の手順 

 教師自らの指導を振り返りながら指導の質を高めるために、指導と評価の一体化をめざして、 

学習指導の改善を図ると同時に、学習評価の工夫改善を進めることも重要です。学習目標に照 

らした評価規準を設定するだけでなく、具体的なめざす子どもの姿や努力を要する状況(C）と判

断される子への手立てを考えることで、学習目標を達成した子どもの姿を評価することが可能

となります。 

小学校生活科 第１学年 わたしのアサガオの例 

 

 

◆国立教育政策研究所の「評 

 価規準の作成、評価方法等 

 の工夫改善のための参考資 

 料」を参考とする。 

ポイント 

授業づくり編 



 

 

小学校国語科 第３学年 「はたらく犬」についてのしょうかい文を書こうの例 

小学校外国語活動 第５学年 食のみやこ鳥取県とりっこバーガーを作ろうの例 

○ 

○ 

 

 

◆評価方法として大事な言葉を「見取 

 る視点」として示す。 

◆努力を要する状況（C）と判断される 

 子への手立てを具体的に示す。 

ポイント 

○ 

○ 

 

 

◆ねらいを達成した子どもの姿 

 がわかる評価規準にする。 

◆ねらいを達成しためざす子ど 

 もの姿を具体的にいくつか予 

 想して示す。 

ポイント 

（ノート、ワークシート、発言） 

（行動観察） 

 

 

○ 

○ 

○ 


